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第
８
回
豊
徳
祭

　
９
月
2
8
日
夕
刻
。
心
地
よ
い
秋
風
の
中
、
昨
年
一
昨

年
は
天
Ｍ
に
恚
ま
れ
ず
体
育
朗
で
の
開
催
で
し
た
が
、

今
年
は
久
々
に
Ｍ
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
ａ
回
９
徳
祭

が
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
盛
会
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
’
Ｉ
Ｉ
只
。
同
心
か
ら
厚
く
御
礼

申
し
・
ｒ
げ
ま
す
。

　
今
年
の
登
仙
祭
テ
ー
マ
は
法
人
の
モ
ッ
ト
ー
『
銭
に

生
き
る
』
を
原
点
と
す
る
『
あ
い
さ
つ
か
・
り
は
じ
ま
る

地
城
の
わ
ｊ

ｐ
Ｊ
４
‘

ｒ
ｚ
Ｍ
１
４
‘
(
４
Ｓ
．
え
る
方
々

の
ご
参
加
を
得
、
大
変
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
開
催
に
鴎
。
た
り
、
保
４
者
‐
家
族
の
皆
様
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
バ
ザ
ー
に
出
店
い
た
だ
い
た
皆

様
等
。
多
く
の
地
域
の
皆
柘
、
あ
り
が
と
・
っ
・
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
椴
Ｕ
の
皆
様
、
前
日
か
ら
の
準
備
そ
し
て

１
＝
の
・
後
片
付
け
ま
で
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
８
年

目
に
当
た
り
Ｉ
お
陰
様
で
豊
徳
祭
は
旨
Ｗ
町
の
恒
例
行
事

と
し
て
定
石
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
猶
。
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
さ
て
。
一
徳
会
は
障
が
い
荷
陥
吐
に
・
取
り
・
組
ん
で
今

年
3
‐
1
年
日
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
嘔
某
所
に
加
え

て
今
年
狗
月
１
日
よ
７
み
ろ
く
園
の
通
消
印
が
独
立

し
、
多
機
能
醍
生
活
介
護
支
援
駆
業
所
コ
丁
・
イ
サ
ホ
ー

ト
み
ろ
く
』
所
長
園
川
ち
ひ
ろ
、
定
員
1
0
名
と
し
て
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
具
に
生
き
る
を
原
点
に
、
心

と
心
で
繋
か
っ
た
よ
り
温
か
い
社
会
の
創
造
を
目
脂
し

て
、
さ
ら
に
研
一
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
ヒ
げ
ま
す
。

第
８
回
豊
徳
祭

　
　
　
豊
徳
祭
実
行
委
員
長
　
藤
川
恵
美
子

　
今
年
で
Ｓ
・
回
を
迎
え
た
賤
諭
祭
が
方
城
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
９
月
消
口
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
は
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
人
と
人
と
を

結
ぶ
第
一
歩
は
挨
拶
か
Ｉ
ら
と
考
‐
刄
「
あ
い
さ
つ
か
ら
は

じ
ま
る
地
域
の
わ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
致
し
ま
‐
Ｍ
ｆ

　
今
年
は
二
竿
ぶ
り
に
晴
．
大
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々

に
ご
来
場
を
．
Ｍ
き
、
盛
大
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
．

　
バ
ザ
ー
の
出
店
も
多
く
．
又
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
利
川

者
の
方
々
が
出
場
を
楽
し
み
に
練
習
を
咀
ね
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
、
地
域
で
活
ｒ
さ
れ
て
い
る
方
々
、
国
内

外
で
活
曜
さ
ね
で
い
る
劇
団
、
そ
し
て
神
楽
、
太
鼓
、

ダ
ン
ス
、
踊
り
・
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
『
時
に
克
則

に
、
時
に
大
笑
い
と
、
末
男
さ
れ
た
方
々
が
と
て
も
嘉

ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
・
ま
し
た
．
仙
遊
会
に
お
い
て

も
．
子
ど
も
向
け
と
．
船
向
け
と
の
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

に
『
‐
彙
昼
景
品
が
当
た
る
度
に
大
き
な
歓
声
が
ド
が
り
・

喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
．

　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
の
方
々
や
、
ご
家
族
、
ご
協

賛
頂
き
ま
し
た
方
々
の
・
応
接
、
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
な

登
徳
祭
を
同
催
し
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
．

　
本
当
に
あ
・
り
か
と
・
り
・
ご
ざ
い
ま
し
た
．

１
．
．
４
ｆ
甲

週ﾖ瓦

い云い云２･●
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ｉ　　付加示四副祷り)砿
デ
イ
サ
ポ
ー
ト
み
ろ
く
」
と
い
い
ま
す
。

　
管
理
者
一
所
長
）
園
田
以
ド
。
癩
Ｈ
国
名
で
、

こ
の
新
し
い
デ
イ
サ
ポ
ー
ト
を
切
り
盛
り
し

捕　●て

Ｂ定廟良

一員里い

ICHi内り

ｇ　’容Mこ

でjl=　す

す恬　　’

　‘介

　喝

　加

　fj

　就

　労

　餅

　哨

　奎

　
園
芸
や
企
業
か
ら
の
受
注
の
作
茫
・
療
脊

的
な
活
動
・
μ
礎
的
な
生
活
支
援
な
ど
を
通
。

し
て
。
地
域
で
群
‐
り
し
て
お
ら
れ
る
障
が
い

の
あ
る
方
々
へ
の
日
中
活
動
を
昶
開
攻
し
て

お
り
ま
す
新
し
く
お
風
Ｍ
も
没
同
し
ま
し

た
の
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
ま
寸
。

　
通
常
の
常
某
は
り
曜
日
ｃ
’
汲
一
口
で
す
が
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
七
曜
日
も
利
Ⅲ
で
ぎ
ま
す
。

吃
学
い
・
り
・
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
お
近
く
に
お
越
し
の
昴
は
。
ぜ
ひ
お
逞
ら

寄
り
ド
ざ
り

　
ま
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ｙ
ブ
紹
介
は
次
回

の
お
楽
し
み
と
り
・
７
ご
≒
…
…
…

　
皆
様
、
改
め
て
ど
う
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ｉ云作粟を行い、・き･がい作

りや働く意欲の向ﾄを|回ります。向の安定を怒りま苓。

　外詐作－をりI,λ就労の謝で

能力の同士を目指=。ます。
| ･ ‾
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１

寺

川

上

～
－
・
一
・
－
Ｉ
Ｉ
・
ｊ
－
？
－
・
ｊ
－
？
－
ｌ
ｊ
－
？
－
５
～
－
・
ｆ
ｘ

ケアホーム事業部）本部･地域支援室(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ･

拐

§雲

砂

で
行
わ
・
ｎ
た
「
グ
ふ
Ｉ
フ
↑
ハ
ー

・
・
≧
丈
と
に
入
居
壽
様
６
名
、
職
員

Ｎ
ｇ
Ｑ
４
Ｍ
Ｊ

ｊ
ｕ
ｔ
ま
.
j
S
‘
1

‐
.
1

［
［
目
苫
バ
ス
ツ
フ
ー
I
J
i
y
久
留

末
の
特
産
池
を
見
た
‥
り
Ｉ
『
食
べ
た
‥
‐
リ

・
・
‘
・
楽
し
Ｉ
ガ
ま
し
た
．
２
日
目
は
、
入

さ
者
呼
の
・
ゐ
『
当
φ
名
大
缶
合
－
・
『
み

ん
な
の
’
こ
ぃ
ぺ
り
．
‐
原
’
』
こ
参
な
り

九
州
各
沙
の
当
事
禰
の
Ｉ
カ
々
と
、
ホ

ー
ム
で
の
拾
ら
し
や
施
詠
弓
に
つ
い

て
た
く
さ
ー
吟
の
啓
発
交
換
な
で
さ
ま

し
た
．
大
満
ぶ
の
２
□
圈
で
し
晟
、

当事者研修～沖縄～
　
7
1
1
1
J
＆
7
g
]
4
｣
9
4
'

l
g
l
･

乙
の
発
汲
・
会
こ
亦
‐
江
Ｊ
ま
4
j

Ｒ
Ｉ
.
ｊ
ｌ

．
４
．
Ｍ
ｙ

ｘ
ｌ
Ｑ
Ｓ
＆
ｔ

れ
て
い
５
鴛
の
生
垣
状
況
に
つ

い
て
の
忿
≒
で
し
た
『
．
団
傷
・
輝

了
後
、
現
地
に
て
観
光
し
こ
り

沖
随
料
即
？
怠
べ
尽
リ
ｙ
‐
、
とリ

ま
１
２
ｎ
。

L･きＬ･ａ ４･●

第二回外出訓練

ly¶
　
一
喝
詞
同
根
に
外

出
訓
練
の
希
望
乙

５

、
募
り
、
Ξ
召
「
．

『
’
１
１
ご
利
用
．
祠
．
８
名

＆
運
れ
・
『
博
多
・
ソ

テ
ィ
』
へ
吋
き
ま

し
た
『
今
回
・
は
少

し
通
方
ご
の
股
７
を
行
い
、
笏
い

物
を
図
し
み
ま
し
『
九
日
一
匹
』
Ｊ
’
‘
一

い
う
事
も
万
方
‐
、
博
多
馴
内
心
た

く
巴
ん
邑
冷
・
啓
６
ん
で
咀
り
‐
‐
。
‐
で

あ
り
。
一
作
‐
し
か
。

㈲

西

乳

|佃

事

‐
ｇ
ｌ

ｔ
ｉ

高
富
ミ
ツ
子

笙
啖
博
．

し　収I片高
た柚永恥田
　‘植木
　あ組宮

挙証

n濡

ﾊﾞ‰

.九曜』夫

山
ｍ
　
房
枝

蓼
本
サ
エ

㈲
ツ
シ
マ

り
・
か
と
う
ご
ざ
い
ま



みろく圓
＠
夏
季
外
出

さ
心
Ｊ
ご
七
「
一
ｔ
－
七
・
ｂ
ん
ど
油
山
牧
場
ぃ
に
行

ｈ
パ
谷
ぺ
≒
リ
鄙
悶
牡
に

力
な
い
動
物
に
Ｔ
リ
包
あ
け
た
り
Ｉ
ｑ
皆
さ
ん
と

て
も
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
．
、

　
９
月
Ｊ
り
・
み
ろ
ぐ
固

Ｌ
配
民
さ
ｎ
ま
し
一
ｒ
白

隠
琢
』
で
す
。
－
ひ
ろ
し

ぐ
・
影
響
い
致
し
ま
す
。

-一一濁声「

の

･11｡､、

担
当
・
武
田

　
．
田
□
・
一
日
ぶ
引
．
・

第
二
Ｉ
６
う
く
居
ご

‐
‐
り
Ｉ
既
知
し
て
き
一
ｓ

し
｀
‐
一
藤
村
甦
理
子

Ｃ
亨
．
よ
ろ
し
く

ａ
卵
い
M
t
￥

　
　
　
　
　
　
Ｒ
－
’
．
ｙ
コ
芦
・
弓
ち
一
。
｀
し
て
。
深
野
刄

退
職

ｎ
貝
・
Ｍ
一
日
吸
口
が
濁
馳
し
ま
し
刄

Ｊ
Ｊ

一佐
々
氷
ｎ
り
洽

糸
‐
如
‐
1
1
．
‐
一
ル
l
l
J
4
･

桑
野
組
　
井
上

諸
敏

h.き垣町

！害III田

4; all？Ill

lし収一

４

し

ij　松人

と　|肖江

　　.ぶ

　　郎￥

　　　一!t

￥
ｔ
Ｍ
９
４
’
￥
ｌ

ｔ
ｌ
ｌ

￥
＆
‐
ｉ
Ｓ
　
Ｓ
方
沼
・
は
Ｉ

中
祠
。
ふ
‥
八

－
野
り
Ｉ
．
Ｌ
．
す
供
宍

厄
日
応
哨
　
小
牧
英
代
子

　
皆
噪
あ
り
び
と
Ｉ
Ｉ
’
ノ
ご
ざ
い
ま

し
Ｉ
た
。

第二みろく園

瓢第5四

千,納涼会

∃i昼7ご17乍
宗開

　もとﾝliﾝﾍﾞ
y頑

池
岫

‐
‐
が
ご
れ
外
出
を
庶
Ｊ

み
一
一
Ｊ
し
一
概

９Ｉ

…
…

‘ ‥

’

一 一

ｌ

ｌ

‐
１
一

会
ｅ
ｌ

ｙ
｡
’
ｐ

示
戸

ご
な
岡
よ
双
い

ブラッシング教室
　月に一度、ありよし肋間歯lllの

歯収甫俘ごごが擢らむ.、日分で瘤く

ｌが出泉る利用者の方Iご、ブラッ

シング指導１してjlいておりまり、

　　　　－

　　･=．ﾐi●
　,●゛｀・

』.’で

ー--
J’gJ.

－　一
一　一

渥そうめん流し

　豆|ふりっIJり｢そうめん･

萱k;ｹ

.

Jごとﾃyｽﾞｻﾞ生口会ご

仙摯で

ﾆｺｰﾌｪｲ2･実動l騏

Ｉ
適
所
者
　
¨
　
　
　
退
職
者
－
－

　
ｓ
２
Ｊ
]
７
ｔ
ｙ

：
ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ｎ
４
ｗ
Ｄ
Ｏ

エ
丼
さ
ゆ
り
嗜
び
一
宮
本
美
沙
希
支
援
（
ヨ
９
月
末
）

・
・
・
所
さ
れ
ま
し
た
こ
　
お
疲
れ
楼
で
し
尽

ｔ
ン
ト
１
'
ｒ
ｔ
ｉ
Ｇ
　
　
ｉ
岡
広
蔵

田
中
ヒ
サ
ノ
　
　
　
　
：
一
喝
抑
改

心
池
時
脱
文
摺
学
校
　
松
門
雅
ｒ

｛
ｋ
Ｊ
‐
５
４
　
　
　
＃
４
ｉ
ｒ
ｚ

￥
ｋ
ｔ
ｔ
ｇ
Ｓ
　
　
　
Ｅ
Ｉ
'
ｔ
子

砿
岡
な
や
短
筑
‐
ｙ
ハ
‥
‐
作
‐
　
に
・
芹
静
雄

　
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
村
註
・

武
田
隆
史

中
京
庫
｛
‥

島
£
・
由
尭

轍
．
ト
到
．
ト

１５いきい・



相談支援センター
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と･|ほにりは・に10
思くt)パま冲|翔JI
いん廸IﾌL :j一員ｉ
ｔ･Ｃ城１た...I･、瓦か目
７い久貨¨体誤配よ
　き疏開ウ朗専珊り
　たに‾て宍と門ざ新

すれ発た図　　．､,，
まくＴかln

口

よで這柾ら月　-｀-
ろのうで異よ
し峰膳す勤り　員

く艶腫　し第員
おをで今てこ
叫活はまさみ勤
いかあでまろ

致1.りとしく
してま　　　　一
宇

－。､｡

ド
　　　一1｢

　まこ_ご　ａ-
　　　　　一

　
哨
・
乙
丿
日
中
～
国
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